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資料 建 4-1 


BIM ライブラリーコンソーシアム 


第 4 回 建築部会 
 


議事次第 


 


 


日時：平成 28 年 6 月 15 日（水）10:00~12:00 


場所：上海国際ビル 2 階会議室 


 
１． 開会（司会：BLC 事務局：池田） 


 


２． 議事 


（１） 前回議事録の確認 （BLC 事務局：池田 読合せ） 


 


（２） BLC 入会企業、並びに近々入会予定企業の紹介 


 ・清水建設株式会社【在り方部会・設備部会】 


 ・（公社）日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ）【在り方部会】 


 ・鹿島建設株式会社（近々BLC 入会予定：参加部会未定） 


 


     


（３） プレゼン発表（パワポ＆資料） 


 ・設計の立場から：「佐藤総合計画の建具パラメータについて」 


佐藤総合計画：齋藤氏 


 ・積算の立場から：「（積算分野）ＢＩＭライブラリーの活用」 


日積サーベイ：高橋氏 


 


（４） NBS BIM オブジェクト標準と国際 BIM オブジェクト標準の比較説明 


   


 


（５） BLC 建築部会の今後の進め方（案）について 


 ・タスクフォース 2のアウトプット（案）について 


 ・ＷＧ１（主にベンダーチーム）、ＷＧ２（主に設計・施工・ＦＭチーム） 


  のＷＧメンバー振り分け、各ＷＧの主査（リーダー）選定、今後のＷＧ 


  の検討内容、活動予定他について 


 


（６） ディスカッション   


 ・ 


 


３． 閉会 


 


 


 


 







会議資料一覧 


 


 資料 建 4－1   議事次第 


 資料 建 4－2   前回議事録 


 資料 建 4－3   プレゼン資料「佐藤総合計画の建具パラメータについて」/佐藤総合計画 


資料 建 4－4   プレゼン資料「（積算分野）ＢＩＭライブラリーの活用」/日積サーベイ 


資料 建 4－5   NBS BIM オブジェクト標準と国際 BIM オブジェクト標準の比較 
資料 建 4－6   タスクフォース 2のアウトプット（案） 


資料 建 4－7   BLC 建築部会の今後の進め方（案） 


資料 建 4－8   在り方部会討論記事（5/31 付：建設通信新聞） 


資料 建 4－9   ＷＧ検討の論点（志手案） 


  


  
 


次回    日時 ： 8 月 10 日（水）10:00~12:00 


     場所 ：  （一財）建築保全センター 会議室（←いつもの会場ではないので注意） 


            








                                  資料 建 4-2 


第 3 回 BIM ライブラリーコンソーシアム・建築部会議事録(案)   


 


日時  平成 28 年 4 月 20 日（木）10:00～11:45 


場所  上海国際ビル 2 階会議室 


出席者  


出


席 


会社名 名前  出


席 


会社名 名前 


○ 芝浦工業大学 志手 一哉   ＴＯＴＯ(株) 東元 詩朗 


○ (一財)建築保全センター 寺本 英治   ＴＯＴＯ(株) 小嶋 香織 


○ (株)大塚商会 飯田 千恵  ○ エーアンドエー(株) 木村 謙 


 (株)大塚商会 水野 一哉  ○ (株)建築ピボット 千葉 貴史 


 (株)大林組 中嶋 潤   (株)建築ピボット 長谷川 秀武 


 グラフィソフトジャパン(株) ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ   (株)CBS 中井 政昭 


○ グラフィソフトジャパン(株) 平野 雅之  ○ ㈱テイル 水野 昭洋 


 (株)構造計画研究所 高橋 将幸   ㈱テイル 吉田 勝 


 (株)佐藤総合計画 漆迫 義治  ○ (株)日積サーベイ 高橋 肇宏 


○ (株)佐藤総合計画 網元 順也   (株)安井ファシリティーズ 松原 昌幹 


 住友セメントシステム開発(株) 大林 広樹  ○ (一社)ＩＡＩ日本 足達 嘉信 


 住友セメントシステム開発(株) 山口 浩二   （一財)建築ｺｽﾄ管理ｼｽﾃﾑ研究所 寺川 鏡 


 住友セメントシステム開発(株) 柳良 和   (一社)公共建築協会 伊藤 正寿 


 住友セメントシステム開発(株) 利光 輝   (一社)日本建設業連合会 山口 成佳 


 住友セメントシステム開発(株) 前澤 孝之   (公社)日本建築士連合会 大石 佳知 


 (株)大建設計 井上 久誉  ○ 日本建築仕上材工業会 越中谷光太郎 


 (株)竹中工務店 能勢 浩三  ○ (一社)日本サッシ協会 丸山 勝範 


 (地法)日本下水道事業団 髙橋 光明  ○ (一社)日本サッシ協会 江草 徹也 


 (地法)日本下水道事業団 池谷 格二   (一社)日本建築士事務所協会連合会 居谷 献弥 


○ (地法)日本下水道事業団 三神 文太   杉田 洋(広島工業大学) 杉田 洋 


 (株)伊藤喜三郎建築研究所 荒井 拓也   杉田 宗(広島工業大学) 杉田 宗 


 (株)伊藤喜三郎建築研究所 横山 正美  ○ 国立研究開発法人建築研究所 武藤 正樹 


 (株)キャディアン 笠原 靖子  ○ 国立研究開発法人建築研究所 高橋 暁 


 (株)キャディアン 山﨑 裕子   能勢 平太郎 能勢 平太郎 


 (株)キャディアン 植松 良太   (一財)建築保全センター 鈴木 千輝 


 (株)キャディアン 中野 健成  ○ (一財)建築保全センター 池田 雅和 


 (株)ＣＰＣ 宮田 信彦   (一財)建築保全センター 影山 徹 


○ 東電設計(株) 小松崎 博敏   (一財)建築保全センター 水澤 久夫 


 東電設計(株) 佐藤 浩二   (一財)建設業振興基金 山中 隆 


○ (株)ＣＡＤネットワークサービス 南谷 親良     







 河村電器産業(株) 榎 寿哲     


○ 河村電器産業(株) 阿部 昌樹     


○ 河村電器産業(株) 服部 雅宏     
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資料 建 3－4   NBS BIM オブジェクト資料（A3 白黒版：1、A4 カラー版：1） 


資料 建 3－5   建築工事標準詳細図 


資料 建 3－6   フロー図【BLC 建築部会の今後の進め方（案）】 


資料 建 3―7   タスクフォース 1（TF1）資料 


資料 建 3－8   今後の進め方調査票まとめ 


（参考）       H28 年度 業務計画（案）：各部会等のスケジュール 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


司会   ：BMMC 池田（事務局） 


開会挨拶 ：志手 部会長 


 


議題（１）前回議事録の確認 


・議事録内容確認依頼：指摘なし 


 


議題（２）BLC 建築部会 平成 28 年度入会企業の紹介 


  ・河村電器産業(株)…本日の部会参加、挨拶 


   ・㈱CAD ネットワークサービス…本日の部会参加、挨拶 


  ・TOTO㈱…本日の部会欠席 


 


議題（３）NBS BIM オブジェクトライブラリーの説明 


     および関係する資料説明 







   ■タスクフォース 1（TF1）の説明（事務局長） 


   ・TF1 は 3 月からスタートし今まで 3 回開催。部会で提供する資料を作成している。 


  ・TF1 は NBS BIM オブジェクト標準の足すべき内容、引くべき内容をファイル形式別に 


   議論することを目的にスタートした会議である。 


  ・TF1 のメンバーは大塚商会／飯田氏、A＆A／木村氏、IAI 日本/足達氏（セコム）、 


   佐藤総合計画／網元氏他 2 名、建設業振興基金／山中氏、建築保全センター／寺本、池田 


   で検討を行った。 


   


  ■資料 3-4：NBS BIM オブジェクト標準の見直しで 30 ページ程の資料を各項目ごとに 


   単純化し資料左側に章の番号、各項目の内容を簡単に纏めた。資料右側には IFC、Revit 


   ArchiCAD、Vectorworks、Stem の 5 つの比較ができるように検討した。 


   個々の製品に関する情報はどこで決めているのか、第 2 章の 2.8 の補足事項において 


   2.8.3～2.8.5 で追加プロパティを持つことができるという定義をされていることがわかった。 


 


   NBS BIM ライブラリーのホームページ（HP）の検索をして各ファイル形式によって 


表示が異なることがわかった。 


各人のメールアドレス、パスワードを登録すれば HP の中に入ることができる。 


HP の検索欄に今回は IFC、Revit、ArchiCAD、Vectorworks の 4 つのキーワードを 


入力しそのあとに Door というカテゴリーを入れてみた。 


検索結果は上記 4 つのキーワードに対して Door というカテゴリーが 28 個見つけることが 


できた。 


    


   今回はそのうち Slidinng Doorset System（ECLISSE 社）の製品について調査した。 


   ダウンロードしたものはお手元の資料に添付してある。 


   また、同様に検索して床仕上（Floor Finishes）は 392 の項目、壁（Wall）は 1399 の 


   項目、天井（Ceiling）は 106 の項目がライブラリーに入っていることがわかった。 


    


  ■資料 3－7 の説明（佐藤総合計画／網元氏） 


   ・スライディングドアの検証を Revit で行った。 


   ・簡易表示、標準表示、詳細表示の 3 つの図面表示設定がされていた。 


   ・NBS ライブラリーではパラメータカテゴリーが NBS General、NBS Date、IFC、 


    COBie に分類されているが、Revit では自由にパラメータのカテゴリーを設定できない。 


    例えば、COBie では「その他」に分類されていた 


    そのため Revit 標準のカテゴリーに振り分けられている。 


   ・実際の運用に際してはそれらのパラメータカテゴリーにプロジェクトのパラメータが追加 


    されるためパラメータの混同が生じると思われる。何らかの対応が必要である。 


   ・Revit ではファミリーのパラメータを書き換えることができてしまう。データの流用や 


    改変による数値の誤用への対応を考える必要があると思われる。 







   ・ファミリーの作成においてパラメータはシンプルな方がユーザーとしてはありがたい。 


    データ容量は小さければ小さいほど使用勝手が良い。 


 


 


  ■資料 3－7 の説明（IAI 日本／足達氏：セコム） 


   ・Revit のオブジェクトと同じものが IFC データで NBS から公開されている。 


    ドアのオブジェクトに設定されている属性データ（プロパティセット）を全て表示した 


    のが添付の資料である。 


   ・オブジェクトには 4 つのカテゴリーとして COBie、IFC プロパティセット、NBS 一般、 


    NBS 詳細が全部並んで表示されている。 


   ・今回の検証において属性の値としては IFC のデータにも Revit のデータにも入っている 


    ことがわかった。 


 


 


  ■資料 3－7 の説明（A＆A／木村氏） 


   ・Vectorworks にて検証を行った。 


   ・Vectorworks のデータはパラメトリックオブジェクトのプログラムとして提供されている。 


   ・利用にあたっては Vectorworks の作業画面に組み込むことで標準搭載のドア同様に 


    パラメトリックなオブジェクトとして使える。 


   ・ドアのデータとしては参考までに今回の対象とは別にジェネリックなドアである 


NBL Door の Vectorworks データがあるのを確認した。 


こちらは書類上に全てのバリエーションのドアオブジェクトが配置されている形式である 


ことがわかった。 


 


 


  ■資料 3－7 の説明（大塚商会／飯田氏） 


   ・ArchiCAD にて検証を行った。 


   ・データを NBS ライブラリーからダウンロードするとコンテナという形式でダウンロード 


    される。 


   ・Revit はカスタマイズができるが、ArchiCAD はパスワードが設定されておりデータの 


    改変ができなくて全てがセットされた形で提供されている。 


 


 


  ■今後の建築部会での検討について（事務局長） 


   ・TF1 の検討結果を踏まえ対象製品の範囲の検討と各製品の情報の検討を考えている 


   ・TF2 では情報項目を設定とする場合に必須項目となる標準類の設定を 5 月末を予定 


    している。 


 







 議題（４）今後の進め方について 


  ■BLC 建築部会の今後の進め方（案）の説明（志手部会長） 


   ・WG1 で対象製品の範囲の検討【主にベンダーチーム】 


   ・WG2 で各製品の情報項目の検討【主に設計、施工、FM チーム】 


   ・6 月に中間報告、8 月にまとめ報告、10 月若しくは年末迄に最終報告ができるように 


    検討を目指していきたい。 


   ・TF2 にて標準仕様書、標準詳細図にあるように、ドア・壁・床・天井・ELV を対象 


    とし 1.NBS 標準の項目の翻訳、2.日本版項目の抽出、3.1 と 2 の比較検討をしていきたい。 


   ・カーテンウォール、防水、階段などは、より複雑となり判断がつきにくいので先送りを 


考えており来年度の検討になると思われる。 


   ・メンテナンスの項目は 10 月までの検討項目から除外して考える。 


 


  ■ディスカッション 


   ・建築部会と設備部会がどこかのタイミングで合同で進め方の摺合せが必要ではないか。 


   ・ベンダーのオートデスク社は新規入会されたが福井コンピュータはまだ入会されていない。 


    今後問題になると思われるので入会依頼をしてはどうか。 


   ・耐久年数、運用についてはどの段階でやるのか。どのフェーズまでやるのか。 


   ・日建連にて以前にドアの仕様の検討をした資料があるのでその資料を借りてはどうか。 


    日建連事務局の山口氏に相談してみるのがよいと思われる。 


    


   ・ワーキンググループをWG1とWG2に分けたい。本日の出席の方々で参加希望を募ります。 


    各ワーキンググループの参加希望結果 


    WG1：○A＆A（木村氏）、○建築ピポット（千葉氏）、○グラフィソフト（平野氏） 


        ○大塚商会（飯田氏）、△河村電器産業（阿部氏・服部氏） 


△CAD ネットワークサービス（南谷氏） 


        WG2：○佐藤総合計画（網元氏）、○建築研究所（高橋氏・武藤氏） 


○東電設計（小松崎氏）、○日本サッシ協会（江草氏） 


○日積サーベイ（高橋氏）、○テイル（水野氏）、○IAI 日本（足達氏） 


△建築ピポット（千葉氏）、△河村電器産業（阿部氏・服部氏） 


△日本下水道事業団（三神氏）、△大塚商会（飯田氏） 


 


  議題（４）調査票まとめ報告について（事務局） 


  ・前回の中間報告以降に 10 社のアンケート回答を分を追加入力した。 


  ・調査時点での BLC 会員企業 49 社、回答 35 社、回答率 71.4％ 


  ・詳しくは調査票まとめ報告（添付資料 3-8）参照 


 


 


 







議題（５）次回（6/15）部会でＢＩＭの使い方についてプレゼン発表依頼（パワポ、資料等） 


  ・設計の立場から：佐藤総合計画（網元氏） 


  ・積算の立場から：日積サーベイ（高橋氏） 


  ・維持管理の立場から：日本下水道事業団（三神氏） 


   以上 3 名の方々に簡単なプレゼン（5 分程度）をして頂けることになった。 


   →部会終了後、日本下水道事業団（三神氏）よりプレゼン辞退の連絡あり 


 


 


次回予定  ：6 月 15 日（水）10：00～12：00 


場 所  ：上海国際ビル 2 階会議室 
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1. 建具表


■事例：某庁舎建具表■事例：某庁舎建具表
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1. 建具表


■リスト（建具パラメータ）■リスト（建具パラメータ）
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1. 建具表


■姿図■姿図
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2. 建具のパラメータ（例：両開き扉）
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2. 建具のパラメータ（例：両開き扉）
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2. 建具のパラメータ（例：両開き扉）
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2. 建具のパラメータ（例：両開き扉）
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3. まとめ


� 「設計段階(建具表を作成する上)」で、佐藤総合計画が必要とする
建具のパラメータ


• 建具符号（種別・番号）
• 設置場所
• 建具形式• 建具形式
• 建具分類（防⽕⼾の種類・性能）
• 寸法（幅・高さ）• 寸法（幅・高さ）
• ガラス（種類・厚さ）
• 付属⾦物• 付属⾦物
• 備考


� 「フルBIM化」「FM、LCCとの連携」を進める上で今後必要となるパラメータ� 「フルBIM化」「FM、LCCとの連携」を進める上で今後必要となるパラメータ


• 設備関係（空調機の風量など）
• 積算関係（部材、機器の単価など）• 積算関係（部材、機器の単価など）
• F M 関係（製造元、製造番号など）
• LCC 関係（部材、機器の耐用年数、修繕単価など）


BLC 建築部会 DATE : 2016/06/15


• LCC 関係（部材、機器の耐用年数、修繕単価など）








株式会社 日積サーベイ


BIMソリューショングループ


高橋肇宏


（積算分野） BIMライブラリーの活用
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  BIM連携概要


（積算分野）BIMライブラリーの活用
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IFC


従来の積算手法


BIM連携活用の積算手法


設計モデル


“ゼロ”から配置


BIMソフト





IFC：国際組織 IAIによって策定された、BIMデータ標準形式


一定した数量算出が可能なモデルに変換


積算モデル


数量積算基準


積算数量


Re Modeling


2016/6/15 BLC建築部会







 連携で効果が少ないBIMモデル 3大要因
1. 未入力


2. 誤入力


3. 代用入力


3


代用入力（例：手すり子を柱ツールで描く）は、連携後、意図しない結果を生む


（積算分野）BIMライブラリーの活用


BIMライブラリー活用での解消に期待！！


2016/6/15 BLC建築部会







 連携対応範囲の拡大
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（積算分野）BIMライブラリーの活用


[プロパティ項⽬]





⇒様々なプロパティの取得に対応し易く
（例：建具のガラス、階段、雑物など）


IFC


プロパティ項目の業界標準化に期待！！


2016/6/15 BLC建築部会








資料 建4-5  


NBS BIMオブジェクト標準と国際BIMオブジェクト標準の比較-1(2016/6/15) 


NBS BIMオブジェクト標準 国際BIMオブジェクト標準 


 第1章 一般要件  第1章 一般要件 


1.1 共通事項 1.1 一般事項 


1.1.1 shall、should、may、canの使い分け   


1.1.2 ジェネリックかメーカーオブジェクト 1.1.1 a) ジェネリックオブジェクトまたはメーカーオブジェクト(べき) 


b) 要素オブジェクト、レイヤードオブジェクト(べき) 1.1.3 要素オブジェクト、レイヤオブジェクト 


1.1.4 BIMオブジェクト(以下オブジェクト) は集合体の一部分 1.1.2 a) 集合体の一部 


b) オブジェクトは集合体を形成 1.1.5 オブジェクトは、集合体を形成 


1.2 詳細度(LOD) 1.2 グラフィカル詳細 


1.2.1 オブジェクトのLODを設定   


 


 


 


 


1.2.1 


1.2.2 


ジェネリックオブジェクト (のグラフィカルな要件) 


メーカーオブジェクト (のグラフィカルな要件) 


1.2.2 ジェネリックオブジェクトの寸法など 1.2.3 寸法(ジェネリック、メーカーオブジェクト の寸法の要件 


1.3 


1.3.1 


1.3.2 


オブジェクトタイプ 


オブジェクトのタイプ 


オブジェクトの情報内容 


1.3 


1.3.1 


1.3.2 


オブジェクトタイプ 


特定(オブジェクトタイプに関する要件) 


パラメトリックオブジェクト(パラメトリックオブジェクト要件) 


1.3.3 


1.3.4 


オブジェクトは IFCプロパティを持つ 


オブジェクトは情報転送が可能 


1.3.3 


 


IFCエクスポート(IFCエクスポート可能が要件) 


 第2章 情報要件  第2章 情報要件 


2.1  


2.1.1 


2.1.2 


2.1.3 


2.1.4 


2.1.5 


2.1.6 


2.1.7 


2.1.8 


2.1.9 


2.1.10 


2.1.11 


2.1.12 


2.1.13 


共通事項 


オブジェクトはタイプまたは要素のプロパティを持つ 


オブジェクトは製品等の識別のための最小限の情報を持つ 


オブジェクトは幾何学的ない製品表現に情報プロパティを用いる 


オブジェクトはCOBie情報を持つ。 


既知オブジェクトの値は完全なものとし、未確定、未定義な値を含まない。 


オブジェクトは他ソース(IFC、NBS等)の補完的プロパティを持つことができる。 


オブジェクトは集合体の構成オブジェクト等に関する情報を持つことができる。 


オブジェクトの使用寸法単位 


情報は独特な機能的な手段と耐用年数計画の数値を提供する。 


オブジェクトの数値は基本単位記号を使う。 


オブジェクトプロパティ単位は特記ない場合mmで示す。 


オブジェクトは特定のプラットフォームでの性能分析、計算ができるものとする。 


オブジェクトは製品の形状の寸法を与えるプロパティを持つ。 


2.1 


2.1.1 


2.1.2 


2.1.3 


2.1.4 


2.1.5 


2.1.6 


2.1.7 


一般 


プロパティー指定 (製品に関係するオブジェクトに指定) 


ファシリティーマネジメントプロパティー(COBieを含む) 


完備した値 (わかる場合はすべて入力)(べき) 


測定単位(原則を示す) 


単位記号(ISO80000-1で定義される単位記号を使う)(べき)  


ハードコード性能プロパティー(保持すべき) 


寸法プロパティー(公称ジオメトリーの定義に必要な) 


2.2 


2.2.1 


2.2.2 


2.2.2.1 


2.2.2.2 


2.2.2.3 


2.2.2.4 


2.2.3 


値 


オブジェクトプロパティ値は正確で、サイズ、コンフィギュレーションを持つ。 


オブジェクトは英数字、数値、リスト値、範囲値、列挙値、参照値等を使用。 


オブジェクトプロパティは、単一の値の場合、単一の値とする。 


オブジェクトプロパティはリスト値とすることができる。 


オブジェクトプロパティは上部値と下限値を持つ範囲値とすることができる。 


オブジェクトプロパティは列挙された値とすることができる。 


オブジェクトプロパティの値は英数字のデータ型式とすることができる。 


2.2 


2.2.1 


2.2.2 


 


 


 


 


 


値 


一般(オブジェクトの値の要件)  


プロパティーの値(BIMオブジェクトのプロパティーは、 


a)アルファベットと数字のデータタイプ 


b)値に単位が表示される場合、一般にその間にスペースを置く 


c)一般に、常にセンテンスケースを使って大文字で表記する 


d)ピリオドをつけないこと) 


 


2.2.4 オブジェクトプロパティの値は数式として表現できる。 2.2.3 従属(値が他に従属している場合は、公式として表示できる) 


2.2.5 


2.2.6 


2.2.7 


オブジェクトの値は単位が表示する場合、スペースを入れる。 


2.2.6オブジェクトプロパティは文章ケースを一貫して使用する。 


2.2.7オブジェクトプロパティは完全に停止しない値を持つ。 


2.2.4 製品バリエーション(次を使用して製品系列を表すことができる 


a)値がひとつだけ選択される場合は単一の値 


b)リスト値は、その順序は重要である。 


c)範囲値は最初に下限値を示し、次に上限値を示す。  


d)列挙リストから固定の数値を選択する場合 


2.3 


2.3.1 


プロパティグループと用法 


オブジェクトは、IFC、COBie、NBS Genaral、NBS Dataのデータを持つ。 


2.3 


2.3.1 


グループの設定と使用 


グループ(IFC、COBie、一般、ユーザー定義データを持つ) 


2.3.2 オブジェクトは、プロパティの単一の発生を持つ。 2.3.2 発生(BIMオブジェクトは、プロパティーの発生は1回とする) 


2.3.3 オブジェクトのプロパティが複数のソースに存在する場合の優先順位の規定。 2.3.3 優先順位(複数のプロパティーセットががある場合の優先順位) 


2.3.4 プロパティが別の名前で、同じ定義と数値を持つ場合の優先順位は2.3.3による。 2.3.4 同一プロパティー情報(異なる名称で同一の定義の場合の扱い) 


2.3.5 オブジェクトは、2.3.3に基づいてプロパティのマッピングをする。   


2.3.6  同じ名前のタイププロパティと要素プロパティでは、タイププロパティが優先。 2.3.5 優先権 (同じ名前の場合はタイププロパティーが優先権を持つ) 


2.4 


2.4.1 


プロパティの命名 


プロパティ名はキャメルケースで入力し、親子関係がある場合、親の名を前置。 


2.4 


2.4.1 


プロパティとプロパティーセットの命名 


一般(プロパティー名称はパスカルケース、親子関係は親前置) 


  2.4.2 接尾語(材料関連するプロパティー名称には接尾語”mtrl”を入


れる) 


2.4.2 ブーリアンデータのプロパティは、それを明示するよう命名する。 2.4.3 ブーリアン型データ(ブーリアン型データであることを明示) 


2.4.3  プロパティ名は単位を含まない。   


  2.4.4 


2.4.5 


ハードコードプロパティーのマッピング(正確なスペリングなど) 


プロパティセットの命名(プロパティーセットの命名要件) 


2.5 


2.5.1 


IFC 


BIMオブジェクトは、IFC 2x3の共有プロパティセットを持つ。 


2.5 


2.5.1 


IFCプロパティーセット 


共通プロパティセット(Ifc2x3 TC1 共通プロパティセットを持つ) 


2.5.2  2.5.1でない場合、オブジェクトはPset 建物要素ProxyCommonを持つ。 2.5.2 プロキシ―(上記以外は Pset BuildingElementProxyCommon を含


む) 


  2.5.3 IFC4(IFC4 Add1 (ISO 16739)からの追加情報を含めることができ


る) 


  







NBS BIMオブジェクト標準と国際BIMオブジェクト標準の比較-2(2016/6/15) 


NBS BIMオブジェクト標準 国際BIMオブジェクト標準 


 第2章 情報要件  第2章 情報要件 


2.6 


 


COBie 


 


2.6 


2.6.1 


COBieプロパティー 


要件(オブジェクトは、以下のCOBieタイプと要素プロパティーを


含む) 


2.6.1 


2.6.1.1 


2.6.1.2 


2.6.1.3 


2.6.1.4 


2.6.1.5 


2.6.1.6 


2.6.1.7 


2.6.1.8 


2.6.1.9 


2.6.1.10 


2.6.1.11 


2.6.1.12 


2.6.1.13 


2.6.1.14 


2.6.1.15 


2.6.1.16 


2.6.1.17 


2.6.1.18 


2.6.1.19 


2.6.1.20 


2.6.1.21 


2.6.1.22 


2.6.1.23 


2.6.1.24 


2.6.1.25 


2.6.1.26 


2.6.1.27 


2.6.1.28 


2.6.1.29 


2.6.1.30 


タイププロパティ 


オブジェクトは、名前プロパティを持つ。 


オブジェクトは、分類コードを持つ。 


オブジェクトは、製品の記述プロパティを持つ。 


オブジェクトは、アセットタイププロパティを持つ。 


オブジェクトは、製品のメーカープロパティを持つ。 


オブジェクトは、製品のモデル番号プロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証担保者パーツプロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証期間パーツプロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証担保労働プロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証期間労働プロパティを持つ。 


オブジェクトは、期間保証単位プロパティを持つ。 


オブジェクトは、ポンド表示の更新コストプロパティを持つ。 


オブジェクトは、期待耐用期間プロパティを持つ。 


オブジェクトは、耐用単位プロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証説明プロパティを持つ。 


オブジェクトは、mm表示の公称長さプロパティを持つ。 


オブジェクトは、mm表示の公称幅プロパティを持つ。 


オブジェクトは、mm表示の公称高さプロパティを持つ。 


オブジェクトは、モード参照プロパティを持つ。 


オブジェクトは、形状プロパティを持つ。 


オブジェクトは、サイズプロパティを持つ。 


オブジェクトは、色プロパティを持つ。 


オブジェクトは、仕上げプロパティを持つ。 


オブジェクトは、グレードプロパティを持つ。 


オブジェクトは、材料プロパティを持つ。 


オブジェクトは、構成要素プロパティを持つ。 


オブジェクトは、機能プロパティを持つ。 


オブジェクトは、アクセスビリティ性能プロパティを持つ。 


オブジェクトは、サステナビリティ性能プロパティを持つ。 


オブジェクトは、法規性能プロパティを持つ。 


2.6.2 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


タイププロパティー(表4に示されるタイププロパティーを含む) 


名称 


カテゴリー 


記述 


アセットタイプ 


メーカー 


製品番号 


パーツ保証 


パーツ保証期間 


パーツ保証労働 


保証労働期間 


保証期間単位 


更新コスト 


期待耐用年数 


期間単位 


保証記述 


公称長さ 


公称幅 


公称高さ 


モデル参照 


形状 


サイズ 


色 


仕上げ 


グレード 


材料 


構成 


特徴 


アクセスビリティー性能 


サステナビリティー性能 


法規性能 


2.6.2 


2.6.2.1 


2.6.2.2 


2.6.2.3 


2.6.2.4 


2.6.2.5 


2.6.2.6 


要素プロパティ 


オブジェクトは、連続番号プロパティを持つ。 


オブジェクトは、設置日付プロパティを持つ。 


オブジェクトは、保証開始日付プロパティを持つ。 


オブジェクトは、タグ番号プロパティを持つ。 


オブジェクトは、バーコードプロパティを持つ。 


オブジェクトは、アセット識別子プロパティを持つ。 


2.6.3 要素プロパティー(表5に示す要素プロパティーを含む) 


シリアル番号 


設置日 


保証開始日 


タグ番号 


バーコード 


アセット識別子 


2.7 


2.7.1 


2.7.2 


2.7.3 


2.7.4 


2.7.5 


2.7.6 


2.7.7 


NBS共通事項 


オブジェクトは、著作者プロパティを持つ。 


オブジェクトは、BIMオブジェクト名称プロパティを持つ。 


オブジェクトは、製品情報プロパティを持つ。 


オブジェクトは、製造者ホームページプロパティを持つ。 


オブジェクトは、NBS説明プロパティを持つ。 


オブジェクトは、NBS参照プロパティを持つ。 


オブジェクトは、改訂プロパティを持つ。 


2.7 


2.7.1 


 


 


 


 


 


 


一般 


一般プロパティー (表6に示される一般プロパティーを含む) 


作成者 


作成者URL 


製品情報 


メーカー名 


改定 


版 


2.7.8 


2.7.9 


オブジェクトは、UniCLASS2プロパティを持つ。 


オブジェクトは、バージョンプロパティを持つ。 


2.7.2 


 


 


 


分類プロパティー(表7に示される分類プロパティーを含む) 


Uniclass2015Code 


Uniclass2015Title 


Uniclass2015Version 


  2.7.3 


 


 


仕様書特性 (表8に示される仕様書プロパティーを含む) 


<SpecificationSystemName>参照 


<SpecificationSystemName>記述 


  2.7.4 複数の仕様書システム(複数の仕様書システムを持つことができ


る) 


2.8.5 


 


 


オブジェクトは、ユーザー定義の追加プロパティを持つことができる。 


 


 


2.8 


2.8.1 


ユーザー定義データ 


コンテナー(ユーザー定義プロパティーセットの形で追加できる) 


2.8 


 


2.8.1 


2.8.2 


補足事項 


 


オブジェクトは、BS ISO15686-4に対応する性能プロパティを持つ。 


オブジェクトは、IFC事前定義タイプのプロパティセットを持つことができる。 


2.9 


2.9.1 


追補 


追加プロパティー(以下の推奨プロパティーなどを使いできる) 


a) ISO 15686-4への特徴的選択と性能プロパティー 


b)IfcPredefinedTypeに関連するプロパティーセット 


2.8.6 オブジェクトBS 8541-4に示す経済性等の評価プロパティを持つことができる。  c) 製品の経済的、環境的影響を評価するプロパティー 


2.8.3 


2.8.4 


オブジェクトは、NBS条項から派生した追加のプロパティを持つことができる。 


オブジェクトは、製品メーカーから派生する追加プロパティを持つことができる。 


 d)仕様書システム条項から発生する追加のプロパティー 


e) 製造メーカーから発生する追加のプロパティー 


   f) クリアランス、運転、メンテナンス、設置範囲、接続など  


   g)集合体の全オブジェクト、集合体全体に関する情報 


  







NBS BIMオブジェクト標準と国際BIMオブジェクト標準の比較-3(2016/6/15) 


NBS BIMオブジェクト標準 国際BIMオブジェクト標準 


 第3章 ジオメトリー要件  第3章 ジオメトリー要件 


3.1 


3.1.1 


 


3.1.2 


3.1.3 


3.1.4 


3.1.5 


3.1.6 


3.1.7 


3.1.8 


3.1.9 


共通事項 


オブジェクトのジオメトリー・グラフィカル詳細はプロジェクトに拘束されない。 


 


オブジェクトは、縮尺1:1のジオメトリーを持つ。 


オブジェクトは、適切な挿入ポイントを持つ。 


オブジェクトは、現場基準点等の一時的なモデリング情報を最小限用いる。 


オブジェクトは、パラメトリックなジオメトリーを持ち位置を合わせて固定する。 


オブジェクトは、表示平面の寸法とラベルを含むものとする。 


オブジェクトは、ミリメートル単位を使う。 


オブジェクトは、定義された目的のジオメトリーを持つ。 


層状オブジェクト群は、レイヤーの実際の厚さを表示する。 


3.1 


3.1.1 


3.1.2 


 


一般 


モデルのパフォーマンス(ジオメトリー形状等とプロジェクト) 


3.1.2オブジェクト・モデリングの要件 


a）実寸スケールでモデル化されたジオメトリー形状を有する 


b）挿入ポイントを含む 


c）作図線andreference材料のモデリング情報を最小限とする 


ｄ）パラメトリックなジオメトリーを有する 


e）参照要素に制約されるなどの寸法を有する 


f）2D図面のラベルを有する 


g）ミリメートル単位を使用 


h) 層状のオブジェクト内の層の実際の厚さを表示 


ⅰ）ベストプラクティスモデリング技術を組み込み 


ｊ）余分なものを取り除くか圧縮する 


k）プレビュー、サムネイルなどを含む 


 


 


 


 


 


 


 


 


3.2 


3.2.1 


 


 


グラフィカル管理 


ビュー管理 


a）ビューコントロール群が対象 


b）ビューコントロール群はPascalCaseを用いて命名 


3.2 


 


3.2.1 


3.2.2 


3.2.3 


形状データ 


 


オブジェクトは、製品の外形のジオメトリーを持つ。 


オブジェクトは、重要な開口とジオメトリー詳細を持つ。 


オブジェクトは製品変更がない場合、固定した形状、単一サイズと形状を持つ。 


3.3 


3.3.1 


 


 


3.3.2 


形状データ 


形状モデル化要件 


a) 製品の外形のジオメトリー表現 


b) 重要な開口、ジオメトリー詳細、接続点 


固定形状(変更がない場合、一定の形状を持つ場合などに使用) 


3.3 


3.3.1 


3.3.2 


3.3.3 


3.3.4 


記号データ 


オブジェクトは、BS 8541-2に資する1/20、1/50、1/100表示ルールによる。 


オブジェクトは、方位の矢印、扉の開閉方向等を含むことができる。 


オブジェクトは、ジオメトリー特性を示すデフォルト線、ハッチング等を含む。 


オブジェクトは、必要な場合、2Dラインを含むことができる。 


3.4 


3.4.1 


 


 


3.4.2 


 


記号データ 


オブジェクトの表示 


a)1/20 、1/50、1/100のスケールでグラフィカル慣習などによる 


b)デフォルト線は、ハッチング、塗りパターンなど 


補足記号データ 


a) 情報機器や補助的なジオメトリー 


b) 必要な場合2Dライン 


3.4 


3.4.1 


空間データ 


オブジェクトは、維持管理等の2D、3Dスペースデータを持つことができる。 


3.5 


3.5.1 


空間要件データ 


設置とメンテナンス(作業スペース、アクセス空間、•配置・輸送ス


ペース、設置スペース、検出ゾーンスペース等の2D・3Dデータ 


3.5 


3.5.1 


3.5.2 


3.5.3 


3.5.4 


表面および材料データ 


オブジェクトは、グラフィカル表示の色、テクスチャー等を含むことができる。 


ジェネリックオブジェクトは、製品の代表色または白色を使うことができる。 


オブジェクトは、テクスチャーと色の選択を提供する。  


オブジェクト iは、BIMプラットフォームが提供するデフォルト材料を含む。 


3.6 


3.6.1 


3.6.2 


3.6.3 


3.6.4 


表面と材料データ 


視覚表示(色、ハッチング、塗りパターンなどを使用できる) 


ジェネリックオブジェクトの色(代表的な色を使用、または白) 


コントロールと選択(質感や色の選択はBIMプラットフォームで) 


デフォルトの材料(BIMプラットフォームでの標準材料提供) 


 第4章 機能的要件  第4章 機能的要件 


4.1 


4.1.1 


4.1.2 


4.1.3 


4.1.4 


4.1.5 


4.1.6 


共通事項 


オブジェクトは、BIMプラットフォーム内で適切に振る舞う。 


オブジェクトの機能的振舞いは、プロジェクトモデルの性能に拘束されない。オ


ブジェクトは、一般にホストオブジェクトに依存しないよう構成する。 


オブジェクトは、その振舞いが容易にコントロールできるようモデル化する。 


オブジェクトは、製品のバリエーション等の選択を制限することができる。 


オブジェクトは、他のオブジェクトと連携、接続できるようモデル化する。 


4.1 


4.1.1 


 


 


 


4.1.2 


4.1.3 


一般 


振舞い 


a）関連するオブジェクトとの関係を反映する 


b）プロジェクトモデルの性能を損なわない 


c）一般に、別のオブジェクトに依存しない 


制約(オブジェクトは選択を制限する制約を含むことができる) 


関連オブジェクト(オブジェクトは他との関連付けができる) 


 第5章 メタデータ要件  第5章 メタデータ要件 


5.1  


5.1.1 


5.1.2 


5.1.3 


5.1.4 


命名ルール 


オブジェクトは、親リソースのスペリングを使う。 


名前は、テキストフォーマット等なしの英数文字で、最大 50 文字で構成する。


オブジェクトは、命名されたプロパティと値を含む。 


ファイル名文字制限がある場合、フィールド内の値は短縮できる。 


5.1 


5.1.1 


 


5.1.2 


5.1.3 


命名規則 


スペリング(親リソースのスペリングを使う) 


 


○○(PascalCaseで構成された複合独自名称) 


略語(文字数の制約がある場合は略語を使用) 


5.2  


5.2.1 


5.2.2 


5.2.3 


5.2.4 


ファイルとBIMオブジェクトの命名 


オブジェクト名、ファイル名は、唯一のものとする。 


名前はテキストフォーマットなしの英数文字で構成する。フィールドのルール。 


ファイルとオブジェクト名は、役割、ソース、タイプ、サブタイプ等で構成する。 


オブジェクトファイル名は、プラットフォーム等の形式のファイル拡張を含む。 


5.2 


5.2.1 


5.2.2 


5.2.3 


 


ファイルとBIMオブジェクトの命名 


一般(PascalCaseであり、使用文字などの制限) 


名称構成(表10によること) 


追加フィールド(表11の追加フィールドを含むことができる) 


 


5.3  


5.3.1 


マルチレイヤーオブジェクト内の個々のレイヤーの命名 


マルチレイヤーのオブジェクトは5.2で命名された個々のレイヤーを含む。 


  


5.4  


5.4.1 


5.4.2 


5.4.3 


BIMプラットフォーム内の材料の命名 


材料名は唯一のものとする。 


材料名は、役割、ソース、素材、サブタイプ、分類で構成する。 


Autodesk Revitによるオブジェクトは、「mtrl」プロパティを含む。 


5.3 


5.3.1 


5.3.2 


5.3.3 


材料の命名 


材料名の構成((表10による) 


追加フィールド(表11の追加フィールドを含むことができる) 


材料画像ファイル名(材料名と同じルールによる) 


5.5  


5.5.1 


5.5.2 


5.5.3 


5.5.4 


材料のイメージファイルの命名 


材料イメージファイル名は、唯一のものとする。 


材料イメージファイル名は、オブジェクトに本質的で認識可能なものとする。 


命名ルールは、ソース、タイプ、サブタイプ、分類、ファイル拡張等 


材料イメージファイルは、bmpまたは jpgフォーマットであることとする。 


5.4 


5.4.1 


5.4.2 


 


画像の貼り付け 


画像形状(繰り返される場合、正方形か長方形) 


画質 


a） 正方形の画像 512×512ピクセル。 


b） 矩形画像  最も長い側に512画素。 


c） 150 dpi （解像度単位）。 


5.6  


5.6.1 


5.6.2 


タイル張りイメージ 


正方形か矩形の材料イメージファイルは、オーバーラップ等なしで繰り返す。 


材料イメージファイルは最小とする。 
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タスクフォース 2のアウトプット(案) 


2016/06/15 


BIMオブジェクトに必要な(属性)情報を定義する基準類等 


 


分 野 


段階 


企画から発注まで 施工から維持管理まで 


 


 


 


 


建 築 


 


公共建築工事標準仕様書(建築編) 


公共建築改修工事標準仕様書(建築編) 


 


 


 


 


 


 


設 備 


 


公共建築工事標準仕様書(電気設備編) 


公共建築改修工事標準仕様書(同上) 


公共建築工事標準仕様書(機械設備編) 


公共建築改修工事標準仕様書(同上) 


建築設備計画基準 


建築設備設計基準 


 


 


 


 


 


共 通 


環境性能評価 


グリーン調達材料・製品 


耐震強度(設備機器・水槽等にも) 


「建築物等の利用に関す


る説明書」 


建築物のライフサイクル


コスト 


 








                            【資料 建 4-7-2 】 


平成 28 年度 部会等の開催スケジュール     2016/06/07 現在 


 


日にち 


 


 


部会等の活動 


 


WG 等の活動 


平成 28 年 


4 月 


4/14 15:00-17:00 設備部会 


4/19 15:00-17:00 運用部会 


4/20  10:00-12:00 建築部会 


TF1,2,3 の活動 


 


5 月 


 


5/12 16:00-17:30 在り方部会[討論] 


5/17  16:00-17:00 総会 


 


TF2,3 の活動 


設備 WG 


 


6 月 


 


6/13 13:30-15:30 設備部会+ＷＧ15:30-17:00@保全ｾﾝﾀｰ 


6/15 10:00-12:00 建築部会@上海国際ビル 2Ｆ 


6/29  9:00-12:00 オーストラリア BIM ライブラリー会合 


TF2,3 の活動 


 


7 月 


 


7/7  16:00-17:30 在り方部会[討論]@上海国際ビル 2Ｆ 


7/12  15:00-17:00 運用部会 


建築 WG 


設備 WG 


 


8 月 


 


8/10  10:00-12:00 建築部会 


8/23  9:00-11:00 設備部会 


 


 


9 月 


 


9/8  16:00-17:30 在り方部会[討論]  


9/13  15:00-17:00 運用部会 


9/26-28  BuildingSMART International 会議(韓国)参加 


建築 WG 


設備 WG 


 


10 月 


 


10/19 10:00-12:00 建築部会  


未定 設備部会 


 


 


 


11 月 


 


11/10 16:00-17:30 在り方部会[討論]  


11/15 15:00-17:00 運用部会 


建築 WG 


設備 WG 


 


12 月 


 


12/21 10:00-12:00 建築部会  


未定 設備部会 


 


平成 29 年 


1 月 


 


1/17 15:00-17:00 運用部会 


1/19  16:00-17:30 在り方部会[討論]  


 


建築 WG 


設備 WG 


 


2 月 


 


2/22  10:00-12:00 建築部会  


未定 設備部会 


 


 


3 月 


3/2  16:00-17:30 在り方部会[まとめ]  


未定 運用部会 


 


建築 WG 


設備 WG 







 








NBS BIMオブジェクト標準・Stemの比較検討と標準化を
担当する部会・タスクフォース


章 項 目
NBS BIMオブジェクト標準とNBS BIMライブラリー


Stem
IFC Revit ArchiCAD Vectorworks


1 一般要件


2 情報要件


2.1 共通事項


2.2 値


2.3 プロパティグループと用法


2.4 プロパティの命名


2.5 IFC


2.6
2.6.1
2.6.2


COBie
タイププロパティ
要素プロパティ


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


2.7 NBS共通事項(NBL共通事項) 〇 〇 〇 〇


2.8 ● ● ● ●


3 ジオメトリー要件


4 機能的要件


5 メタデータ要件


補足事項


2.8.3～2.8.5の条項を活用して製品個別の情報項目を設定
ただしファイル形式によって、表示のされ方が大きく異なる


担 当 業 務


建築部会 対象製品の範囲の検討 各製品の情報項目の検討


設備部会 対象製品の範囲の検討 各製品の情報項目の検討
製品の情報項目に関して、StemとNBS BIMオブジェクトとの
比較(上記色塗り部) (設備部会の中にTF3を設置)


Stemで設定してい


るルールとの比較
(但し2.8は除く)


担当 TF1


なおTF2で、情報項目を設定とする場合に、必須項目を含む標準類の選定を5月末までに実施


2016/04/13







‘16
4 5 6 7 8 9 10 11 12


‘17
1 2 3


□ □


□


□


□


□


□


□


□


□


□


□


□


□


□ □


ＢＬＣ建築部会の今後の進め方（案）20160615 


ＷＧ１
対象製品の範囲


の検討
【ベンダーチーム】


ＷＧ２
各製品の情報項目


の検討
【設計・施工・ＦＭチーム】


ソフトウェアに含まれるジェ
ネリックモデルの洗い出し


ドア、壁・床・天井、ＥＬＶを対象


１・ＮＢＳ標準の項目の翻訳
２・日本版項目の抽出（COBieを含むか?)
３・１と２の比較


中間報告


中間報告


まとめ報告


まとめ報告


最終報告


最終報告


過不足


情報項目
の検討


カーテンウォール、防水、階段など


過不足


情報項目
の検討


過不足


情報項目
の検討


・標準仕様書
・標準詳細図
・耐震性能？
・環境性能？
・………


ＴＦ２で
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違
い
乗
り
越
え
共
通
言
語
探
る


業界挙げてＢＩＭライブラリー構築
３次元モデルの共有


（７） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１６年（平成年）５月３１日　（火曜日）


　建築保全センターが中心になり、建築、電気、空調、衛生設備など建築関連のあらゆる部材や機器
の３次元モデルを設計者や施工者に提供する「ＢＩＭライブラリー」の構築が動きだそうとしている。
日本初の試みとなる。ＢＩＭライブラリーコンソーシアムが組織され、その枠組みを議論する在り方
部会の初会合が５月日に開かれた。ＢＩＭ普及には部材類の３次元パーツの整備が不可欠。海外に
は既にライブラリーを運用する国もあり、日本版の構築に対する期待は大きい。


　
コ
ン
ソ

シ
ア
ム
は

建
設
業
振
興
基
金
が


運
営
し
て
き
た
設
計
製
造
情
報
化
評
議
会
︵
Ｃ


｜
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
︶
の
成
果
物
を
継
承
す
る
形
で


２
０
１
５
年

月

日
に
発
足
し
た

ゼ
ネ
コ


ン
や
設
備
会
社

設
計
事
務
所

メ

カ




Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ


団
体

研
究
機
関
な
ど
約



団
体
で
構
成
す
る

在
り
方

建
築

設
備



運
用
の
４
部
会
で
検
討
を
進
め


年
秋
の
運


用
開
始
を
目
標
に
し
て
い
る



　
初
会
合
で
は

﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

に


期
待
す
る
こ
と
﹂
を
テ

マ
に
設
計
者

施
工


者

ベ
ン
ダ


メ

カ


研
究
者
が
そ
れ


ぞ
れ
の
立
場
で
ラ
イ
ブ
ラ
リ

に
期
待
す
る
効


果
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

今
後
の
検
討
に
向


け
た
論
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た



　
副
部
会
長
の
山
下
純
一
Ｉ
Ａ
Ｉ
日
本
代
表
理


事
は
デ

タ
の
構
築
や
更
新
に
必
要
な
費
用
負


担

フ


マ

ト
標
準
化
な
ど
の
課
題
を



難
問

と
し
た
上
で
﹁
相
矛
盾
す
る
課
題
を


解
決
す
る
の
が
コ
ン
ソ

シ
ア
ム
の
役
割
﹂
と


強
調

持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め


﹁
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
で
課
題
を
解
決
す
る


こ
と
が
大
切
﹂
と
の
見
方
を
示
し
た



　
ラ
イ
ブ
ラ
リ

に
期
待
す
る
メ
リ

ト
で


は

製
造
業
側
が
デ

タ
供
給
に
よ
り
製
品
が


選
択
さ
れ
や
す
く
な
る
な
ど
明
確
な
動
機
付
け


を
求
め
た

ユ

ザ

側
は
無
償
に
近
い
形
で


の
デ

タ
提
供
を
要
望
す
る
な
ど

業
界
ご
と


の
立
ち
位
置
が
鮮
明
と
な

た



　
部
材
制
作
で
は

建
設
業
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル


に
適
し
た
形
式
で
の
デ

タ
提
供
が
求
め
ら
れ


る
た
め

ユ

ザ

ご
と
に
異
な
る
フ


マ



ト
に
変
換
す
る
負
荷
は
大
き
い

費
用
負
担


の
あ
り
方
を
議
論
し

自
動
デ

タ
変
換
機
能


の
導
入
な
ど
が
提
案
さ
れ
た

部
材
デ

タ
は


一
般
化
さ
れ
た
﹁
ジ

ネ
リ

ク
﹂
と
機
器
な


ど
が
特
定
さ
れ
た
﹁
ス
ペ
シ
フ


ク
﹂
に
分


か
れ
る

﹁
ジ

ネ
リ

ク
﹂
は
ベ
ン
ダ




﹁
ス
ペ
シ
フ


ク
﹂
は
メ

カ

が
担
う
べ


き
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た

そ
の
ほ
か

外


国
企
業
と
協
業
を
円
滑
化
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築


や

Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
最
も
メ
リ

ト
の
大
き
い
オ



ナ

の
参
画
な
ど
議
論
は
多
岐
に
お
よ
ん
だ



　
安
田
幸
一
部
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主な活動計画およびコンソーシアムの運用形態


費用少ない仕組み
　グラフィソフトジャパン代
表取締役社長　コバーチ・ベ
ンツェ
　ＢＩＭライブラリーを構築
する上で３つのポイントがあ
る。１つ目はビジネスモデル
だ。どのような体制でデータ
を作成し、どのような環境で
ダウンロードするのか。その
際、なるべく設計者や施工者
が費用を払わないで済む仕組
みが重要だと思う。
　２つ目は、ジェネリックな
モデルと機器などが特定され
たスペシフィックなモデルの
扱いだ。ジェネリックなモデ
ルを作成する上でベンダーの
責任は大きい。逆にメーカー
側はスペシフィックなモデル
の作成が求められる。ベンダ


ーとして
の経験を
生かし、
製品モデ
ルを作成
するため
のポイン
トを伝え
ていきた
い。
　３つ目
はグローバル化。日本の建材
メーカーは海外に製品を販売
している。ゼネコン、設計事
務所も海外で仕事が増えてい
る。同じＢＩＭモデルをいろ
いろな国で使えることが重要
になってきた。日本語を読め
ないと外国人が仕事をできな
い状況はよくない。そうした
問題もあらかじめ考えておく
必要がある。


バリエーション重要
　ＴＯＴＯお客様本部お客様企
画部お客様企画グループグルー
プリーダー　東元詩朗
　ＴＯＴＯは、もともと住宅用
のシステムキッチン、ユニット
バスを提案するために３次元モ
デルの作成をはじめた。その延
長線上でＢＩＭというキーワー
ドに出会い、公共分野でも３次
元の必要性が高まってきたこと
から、メーカーとして必要なモ
デルのあり方を検証した。ゼネ
コンや設計事務所にヒアリング
した上でサンプルデータを作成
した。
　その結果、バリエーションと
汎用性の重要性がわかった。現
在、ＤＸＦで作成した３次元デ
ータをホームページで提供して


いる。ほと
んどの公共
系トイレ設
備に対応し
ており、こ
の２、３年
で，点
を 作 成 し
た。直近で
は、約１万
件を超える
ダウンロードがある。ここまで
伸びるとは思わず、強力な営業
ツールとしてメリットを感じて
いる。
　この取り組みの進化系とし
て、標準データをコンソーシア
ムを通じて作っていきたい。衛
生設備のデータはＴＯＴＯがリ
ードするつもりで引っ張りた
い。


明快な動機付け必要
　東芝キヤリア経営情報シス
テム部エンジニアリング生産
システム担当参事　田中稔
　ライブラリーを提供するこ
とが、設備機器メーカーにと
って利益になる仕組みが構築
される必要がある。メーカー
側のメリットとして売上向上
に貢献することが考えられる
が、裏付けと説得力に欠けて
いる。機器メーカーがＢＩＭ
データを作成するのは同業他
社に遅れをとらないようにす
るためであり、データ提供だ
けで優位に立てるとは思って
いない。もっと明快な動機付
けがほしい。ＢＩＭデータを
使う側・提供側の双方にメリ
ットが出るような仕組み、建
築業界の業務プロセスを変え


ていただ
きたい。
　ライブ
ラリーを
効率的に
作成・提
供できる
仕組みも
重要だ。
複数種類
のフォー
マットを個別に作成するのは
負荷が大きく、自動変換機能
の提供が望ましい。データの
軽量化を作る側のみに頼るの
ではなく、軽量化されたフォ
ーマットを採用するべきだ。
また、営業活動につなげるた
め、データのダウンロード先
の情報をフィードバックする
仕組みなども整備するべきだ
ろう。


オーナー巻込む活動
　オートデスクインダストリー
ストラテジー＆マーケティング
ＡＥＣビジネスデベロップメン
トマネージャー　内山敏昭
　ユーザーがデータを使いやす
い環境を構築するため参加して
いる。ライブラリーの構築には
いくつかポイントがあると思
う。
　東京五輪の開催などで建設業
が活況だが、それ以降はどうす
るのか。海外に出ていく必要も
あるだろう。ライブラリーもな
るべくインターナショナルな形
をとることが望ましい。その対
応を早めに決める必要がある。
　ＢＩＭは施設運用時も活用さ
れる。その時、業務が効率良く
なり、最もメリットを得るのは
オーナーだ。土木分野で使われ


るＣＩＭは
政府・公共
団体がオー
ナ ー の た
め、国交省
主導でどん
どん進む可
能 性 が あ
る。ビルオ
ーナーはほ
とんど民間
であり、ＢＩＭは民間主導でや
らなければならない。ディベロ
ッパーなどを巻き込み、ライブ
ラリーのメリット、費用対効果
などを伝えていく必要がある。
　また、建築意匠だけでなく、
設備にも強いライブラリーをつ
くる必要がある。オートデスク
のインターナショナルネットワ
ークを生かし、支援していきた
い。


ルールのたたき台を
　運用部会長　山本康友（首都
大学東京客員教授）
　運用部会では、英国標準仕様
書協会（ＮＢＳ）のＢＩＭライ
ブラリーの利用規約についての
調査に着手し、日本との相違点
などの検討に着手した。国内の
類似例の契約条件などについて
の検討も進めている。
　今後は、ＢＩＭオブジェクト
やライブラリー全体での著作
権、データ更新のルール、登録デ
ータが不正な場合の対応など、
今後起こるであろう課題の整理
を行う。また、建築部会、設備


部会から上
がってくる
課題につい
て も 議 論
し、在り方
部会ととも
に、運用ル
ール作成に
向けての課
題整理から
行い、各種ルールのたたき台を
検討しいていく予定である。
　幅広い関係者に参加してもら
い、議論を積み重ね、使い易く、
そして明確な運用ルールを定め
ていけるように努力していきた
い。


日本版標準を提案
　建築部会長　志手一哉（芝浦
工業大学工学部建築・土木学群
建築工学科准教授）
　建築部会が取り扱う部品や材
料は、建具のように業界標準的
な形状が存在するものもあれ
ば、壁のごとく形状が不確定な
ものも含まれる。建築製品のモ
デルにどのような情報が必要か
を調査するため、英国標準仕様
書協会（ＮＢＳ）のオブジェク
ト標準を中心に、Uniclass２な
どの分類体系など、海外の先行
事例を研究した。
　本年度は、ＢＬＣ内に新たに
作られたタスクフォースと連携
し、「対象製品の範囲の検討」
と「各製品の情報項目の検討」


の２つのＷ
Ｇを立ち上
げ、年
半ばを目途
に、建具、
壁・床・天
井、エレベ
ータの３分
類 に つ い
て、英国の
オブジェクト標準を手本とした
日本版のライブラリ標準を提案
する計画である。　
　当面、製品情報を優先に進め
るが、最終的に維持保全情報ま
で網羅することとする。現在の
メンバーに加え、ユーザー、サ
プライヤー、オペレーション＆
メンテナンスなどの幅広い関係
者の参加を期待している。


環境政策と連動
　東京工業大学環境・社会理工
学院建築学系助教　川島範久
　環境配慮型建築の実現・普及
にＢＩＭライブラリーが貢献す
ることを期待している。ＢＩＭ
もライブラリーも、オーナーの
ために建築の品質を向上するツ
ールである。ライブラリーは共
有される情報であり、ボトムア
ップに寄与しうるものだ。
　環境配慮型建築を普及するた
めの政策として省エネ法等の法
律やＣＡＳＢＥＥ等の性能評価
・認証制度があり、他にも学術
団体等による規格やガイドライ
ンがある。これらは目指すべき
性能基準を示しており、その基


準を達成す
るための仕
様や納まり
等も示して
いるが、こ
れらの普及
に苦心して
いるのが現
状である。
　仮に環境
政策が示す基準を達成する仕様
や納まりなどが、その性能情報
とセットでモデル化され、ＢＩ
Ｍライブラリーとして共有され
れば、環境性能が高い建築の実
現・普及に繋がり得る。そのよ
うなシステムの構築には、行政
・学者・民間実務者の協力が必
要だろう。


製品オブジェクト拡張
　設備部会長　一ノ瀬雅之（首
都大学東京都市環境科学研究科
建築学域准教授）
　設備部会は、設計製造情報化
評議会（ＣCADEC）の成果
物であるBEBridgeおよびSte
mを継承し、空調・衛生設備・
電気設備分野におけるＢＩＭラ
イブラリーの在り方の検討と仕
様の編成を行っている。
　年度は、英国のオブジェ
クト標準など、海外における建
築設備関係の既存ＢＩＭライブ
ラリーの状況を把握した。また、
日本における設備ＢＩＭの現状


に関する情
報共有と意
見交換を行
っている。
　 こ の 結
果、基本的
には、Stem
などの現状
構成を維持
しつつ、必
要な改良を加えていくこと、海
外発信に注力すること、建物運
用時までを見据えたライブラリ
ーの活用など、ユースケースの
検討を行うことの方針で、設備
製品オブジェクトの拡張等を図
っていく。


使用料の無償化必要
　日本建築家協会インテグレー
テッド・プロジェクト・デリバリ
ーＷＧ主査　藤沼傑（山下設計）
　設計者にとってＢＩＭ作業の
負担の１つは、適切な部品がな
くデータ作成に時間がかかるこ
とだ。ライブラリーが整備され
ればモデル作成の負担が軽減さ
れる。課題にはデータの重さが
ある。部品は出来る限り軽く簡
潔なデティールでありながら正
しく連想できるモデルにしてほ
しい。
　メーカーの特定では、従来設
計図にメーカーを特定できる情
報は入れるべきでないとされて
きた。しかしコスト重視、製造
者責任重視の流れで急速に変化
してきた。新しいルールの議論


が必要だ。
　部品の属
性情報の整
理では、一
番重要なの
は積算との
連動だ。グ
ローバル経
済 を 踏 ま
え、日本だ
けでなく欧米の積算項目に対応
することが理想。
　またＢＩＭコスト回収は設計
業務単価では現状で難しい。施
工段階ではコストメリットが出
るため、ゼネコン設計部と独立
設計事務所の差が拡大する懸念
がある。ライブラリーのコスト
が高いとその差は拡大する。使
用料は原則無償とし公平性を担
保する必要がある。


４つの軸で議論展開
　在り方部会長・コーディネー
ター　安田幸一（東京工業大学
環境・社会理工学院建築学系教
授）
　第１回会合で大きく４つの軸
が示された。１つ目は単体デー
タの作り方だ。データは軽く、
無償であることが望ましい。デ
ータにはジェネリックとスペシ
フィックの２種類あり、ジェネ
リックはベンダー、スペシフィ
ックはメーカーに用意していた
だく方向性だ。
　２つ目は単体データだけでな
く、将来的な都市のモデル化だ。
非常に都市的なデータ構築の方
法である。それを目的にしたラ
イブラリーの構築の仕方もある
かもしれない。


　３つ目は
グローバル
化 の 問 題
だ。国際的
な部品供給
やＢＩＭビ
ジネス、海
外事業者と
の 協 力 関
係、言葉の
問題を乗り越えるためのソフト
整備などが必ず必要になる。
　４つ目は社会資産としての建
築のとらえ方だ。サステナブル
な仕組みを補助するＢＩＭのあ
り方、オーナーなど建築を維持
する人がどうＢＩＭを使うかを
考える場とすることも必要だ。
政策、制度、規格を実現し、建
築の品質向上や建設コストの透
明化につなげることができる。


建設業の覚悟見せる
　副部会長　山下純一（ＩＡＩ
日本代表理事）
　建物には製造業の製品が数多
く組み込まれている。建物をモ
デリングするときは当然その製
品もモデリングする必要があ
る。少組織では部品整備の担当
を置くことが難しく、必要の都
度モデリングせざるを得ないた
め効率が低く、ＢＩＭの普及を
妨げる一因となっている。製造
業側も販促のため自社のホーム
ページから製品の３Ｄモデルを
ダウンロードできるようにして
いる企業も少なくない。しかし、
ユーザーたる建設産業側の使う
モデラーやモデルのＬＯＤは様
々であるためプロジェクト毎に


個別にモデ
ルを要求す
る動きもあ
り両者をつ
なぐ仕組み
が必要とな
ってきた。
　ライブラ
リーに対す
るデータ提
供のどこに製造業のメリットが
あるのか。幅広い製品を誰がア
ップデートし、費用を負担する
のか。問題を解決し、継続的な
事業にするにはビジネスモデル
の成立が必要だ。建設業が協力
して取り組む覚悟を見せなけれ
ば製造業も乗ることはできな
い。難問だが両者がウィン・ウィ
ンになるシナリオを描きたい。


データ提供の機運
　大林組建築本部ＰＤセンター
上級主席技師　焼山誠
　建設業振興基金が運営してい
た設計製造情報化評議会（Ｃ
ＣＡＤＥＣ）の活動のうち設備
機器の仕様属性情報や外形図な
どをひとまとまりの電子データ
として交換できる「Ｓｔｅｍ
（ステム）」の仕様づくりに参
加した。日本建設業連合会の設
備情報化専門部会にも所属し、
ステムを施工に役立てるための
調査を進めている。ステムに搭
載する標準データの提供に対し
メーカーやベンダーなどに行っ
たヒアリングでは、統一基準で
部材データを提供することに対


し機運は徐
々に高まっ
ていると感
じた。
　 設 備 で
は、空調や
電気、給排
水など多様
な用途の配
管などがひ
とつのパッケージになってはじ
めて成立する。そのため空調デ
ータでは使えるが電気では使え
ない、ということが起きていて
は、メーカーに統一データをつ
くってもらうことは難しい。メ
ーカーの提供する製品モデルを
簡単に変換できるソフトも含め
て検討すべき問題になる。
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WG検討の論点（志手案） 


 


WG-1：対象製品の範囲の検討 


各ソフトウエアが標準で持っているオブジェクトやユーザーグループ・メーカーが提供し


ているオブジェクトを調査し、形状をそのまま利用できるもの、置き換えが必要なもの、


不足しているものを整理する 


 オブジェクトの選択の仕方 


 どのタイプのオブジェクトがパラメトリックに可変できるか、ソフトによる違い 


 カテゴリの過不足、ソフトウエアによる追加の可能性の違い 


 


 
図 1-Revitを事例とした、ソフト標準の床（複合）、NBS標準の床（複合）、NBLに登録された床仕上げ材


メーカーのオブジェクト（仕上げ材のみの単層）⇒③はどのように使うのか？ 


 


図 2-Revitを事例とした、ソフト標準のサッシ 


1 つの種類で複数の寸法を選択できる⇒メーカー標準 or 業界標準 or パラメトリ


ックに可変のどれがベターなのか？ 


 


 


  


床
①Revitが標準で持っている複合床「コンクリート業務用 225mm」
②NBS標準の複合床「nbl_Susp_ScrdCemWrng-ISConc-ProfMtlDkg」（18タイプが一度にセットされる）
③NBS National BIM Libraryにメーカー（smet）が登録した床仕上げ材
「NBS_Smet_SelfSmoothCalcSulfScreeds_SHGCasufloorAB30」


①


②


③







WG-2：各製品の情報項目の検討 


建具（サッシ・ドア）・壁・床・天井・ELVを対象とし、1.NBS標準項目を調査、2.日本版


項目の抽出、3.それらの比較検討を行う（WG-2では、2を優先して実施） 


 どの業務で何の情報が必要かの紐づけ 


 情報をオブジェクト内で完結させるか、外部データベースとの連携を想定するか 


 オブジェクトは何を定義して分類するか（機能 or 性能 or 製品） 


 


 


図 3-ドアの発注に必要な情報：通常は、建具表に記号等で網羅されている 


さらに、防火機能は、言葉（防火扉）でも性能でも（2時間耐火）材料でも（鋼板 1.5mm）表すことがで


きるし、ドアを構成するガラリ（換気量）や枠（気密性）などに対する要求仕様も階層的に設定される 





